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2 次元におけるテープ計算量の概念を定式化するために，テープ限定 2 次元 Turing 機械を定義し，
2 次元パターンの受理能力を考察する。ここでは 2 次元 Turing機械の受理能力の階層住定理，テープ
計算量の下界に関する定理などの諸結果が導かれる。さらに，このテープ計算量の概念を用いること
により，各種の 2 次元テープオートマトンの能力が統一的に調べられる。
次に， log n のテープ計算量を持つような種々の 1 次元テープオートマトンが考察され，これらの言






本論文は 1 次元および 2 次元の入力テープを持つ各種オートマトンの能力が，入力量に対する動作
記憶量によって，いかに特徴づけられ・るかといった基本的な問題を取上げている。テープ限定 2 次元
チューリング機械を導入し，入力テープのセル数 n に対して，使用する動作記憶テープのセル数の上
界g(n) によって認識能力に優劣が生ずることを示す階層性定理を導き， 1 次元の場合との差異を示す
g(n) の下界に関する定理を証明している。これらの結果に基づき，種々の 2 次元テープオートマトン
を統一的に分類し，階層づけている。ついで 1 次元テープを入力とし，動作記憶量の上界が log n に
比例するオートマトンの新しいクラスを導入し 従来から知られているクラスと比較し，どのような
階層をなしているかを考察している。これらの結果はオートマトン理論に新しい知見を与えるもので，
学位論文として価値あるものと認める。
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